
【調査票①】

（ア. 小学校）

【問１－①－１（ア）】

【問１－①－２（ア）】（域内の小学校数が1以上の場合のみ回答）

【問１－①－２（ア）（付問）】（上記で②を選択した場合のみ回答）

①校外において校務として行う業務の時間も客観的に把握している

②土日や祝日などに校務として行う業務の時間も客観的に把握している

④を回答した場合、具体的にいつから始めるかをご記入ください。

④を回答した場合、具体的にいつから始めるかをご記入ください。

令和５年度「教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査」

教育委員会名： 南丹市 教育委員会

１．教職員の勤務実態の把握

回答欄

7

回答欄

①すべての学校で把握している

回答欄

回答欄

①すべての学校で把握している

①すべての学校で把握している

回答欄

回答欄

回答欄

回答欄

地方公共団体の設置する公立の域内の小学校数を半角数字で入力してください。域内に小学校が無い場合は0を入力してください。

域内の小学校のうち、すべての学校でICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で在校等時間（注）を把握していま
すか？
（ここで「客観把握」とは、ICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で把握していることを言い、校長等の現認に
よる把握や、本人からの自己申告のみによる把握等は含まない。）
※「問１－①－２を回答するための注意事項、参考情報」シートを参照して回答してください。
※本調査の回答のために学校への調査は、学校の負担軽減の観点から行わないでください。
次の中から該当するものを選んでください

域内の小学校のうち、ICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で在校等時間を把握している学校数を具体的に半角
数字で入力してください。
※「②一部の学校で把握している」を選択しているため、必ず「１以上、域内の小学校数未満」の数字を入力してください。

【問１－②（ア）】（問１－①－２（ア）において、「①すべての学校で把握している」または「②一部の学校で把握している」を選択した場合のみ回答）

域内の小学校における在校等時間の把握の方法について、把握状況を選んでください。

※「令和４年度教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査結果等を踏まえた「令和３年度教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調
査結果等に係る留意事項について（通知）（令和４年１月 28 日付け３文科初第 1889号初等中等教育局長通知）」の補足事項について（通知）」においては、在校等
時間の客観的把握が未実施の教育委員会は、遅くとも令和５年度中に開始できるよう、可及的速やかな対応を求めてきたところです。

【問１－③（ア）】（問１－①－２（ア）において、「②一部の学校で把握している」、「③すべての学校で把握していない」、「④各学校に確認しないと
回答できない」のいずれかを選択した場合のみ回答））

域内の全ての小学校について、ICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で、現在把握できていない部分も含め、在
校等時間の把握を開始する予定について、次の中から該当するものを選んでください。

【問１－④（アー１）】（問１－②（ア）①「校外において校務として行う時間も把握している」において「一部の学校で把握」または「できていない、わ
からない」を選択した場合のみ回答）

域内の全ての小学校において、「校外において校務として行う業務の時間」の把握を開始する予定について、次の中から該当するものを選んでくださ
い。



④を回答した場合、具体的にいつから始めるかをご記入ください。

（イ. 中学校）

【問１－①－１（イ）】

【問１－①－２（イ）】（域内の中学校数が1以上の場合のみ回答）

【問１－①－２（イ）（付問）】（上記で②を選択した場合のみ回答）

①校外において校務として行う業務の時間も客観的に把握している

②土日や祝日などに校務として行う業務の時間も客観的に把握している

④を回答した場合、具体的にいつから始めるかをご記入ください。

回答欄

回答欄

回答欄

5

回答欄

①すべての学校で把握している

回答欄

回答欄

①すべての学校で把握している

①すべての学校で把握している

回答欄

回答欄

【問１－④（アー２）】（問１－②（ア）②土日や祝日などに校務として行う業務の時間も把握しているにおいて「一部の学校で把握」または「できていな
い、わからない」を選択した場合のみ回答）

域内の全ての小学校において、「土日や祝日などに校務として行う業務の時間」の把握を開始する予定について、次の中から該当するものを選んでくだ
さい。

地方公共団体の設置する公立の域内の中学校数を半角数字で入力してください。域内に中学校が無い場合は0を入力してください。

域内の中学校のうち、すべての学校でICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で在校等時間（注）を把握していま
すか？
（ここで「客観把握」とは、ICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で把握していることを言い、校長等の現認に
よる把握や、本人からの自己申告のみによる把握等は含まない。）
※「問１－①－２を回答するための注意事項、参考情報」シートを参照して回答してください。
※本調査の回答のために学校への調査は、学校の負担軽減の観点から行わないでください。
次の中から該当するものを選んでください

域内の中学校のうち、ICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で在校等時間を把握している学校数を具体的に半角
数字で入力してください。
※「②一部の学校で把握している」を選択しているため、必ず「１以上、域内の中学校数未満」の数字を入力してください。

【問１－②（イ）】（問１－①－２（イ）において、「①すべての学校で把握している」または「②一部の学校で把握している」を選択した場合のみ回答）

域内の中学校における在校等時間の把握の方法について、把握状況を選んでください。

※「令和４年度教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査結果等を踏まえた「令和３年度教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調
査結果等に係る留意事項について（通知）（令和４年１月 28 日付け３文科初第 1889号初等中等教育局長通知）」の補足事項について（通知）」においては、在校等
時間の客観的把握が未実施の教育委員会は、遅くとも令和５年度中に開始できるよう、可及的速やかな対応を求めてきたところです。

【問１－③（イ）】（問１－①－２（イ）において、「②一部の学校で把握している」、「③すべての学校で把握していない」、「④各学校に確認しないと
回答できない」のいずれかを選択した場合のみ回答））

域内の全ての中学校について、ICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で、現在把握できていない部分も含め、在
校等時間の把握を開始する予定について、次の中から該当するものを選んでください。



④を回答した場合、具体的にいつから始めるかをご記入ください。

④を回答した場合、具体的にいつから始めるかをご記入ください。

（ウ. 義務教育学校）

【問１－①－１（ウ）】

【問１－①－２（ウ）】（域内の義務教育学校数が1以上の場合のみ回答）

【問１－①－２（ウ）（付問）】（上記で②を選択した場合のみ回答）

①校外において校務として行う業務の時間も客観的に把握している

②土日や祝日などに校務として行う業務の時間も客観的に把握している

回答欄

回答欄

回答欄

回答欄

回答欄

回答欄

回答欄

回答欄

【問１－④（イー１）】（問１－②（イ）①「校外において校務として行う時間も把握している」において「一部の学校で把握」または「できていない、わ
からない」を選択した場合のみ回答）

域内の全ての中学校において、「校外において校務として行う業務の時間」の把握を開始する予定について、次の中から該当するものを選んでくださ
い。

【問１－④（イー２）】（問１－②（イ）②土日や祝日などに校務として行う業務の時間も把握しているにおいて「一部の学校で把握」または「できていな
い、わからない」を選択した場合のみ回答）

域内の全ての中学校において、「土日や祝日などに校務として行う業務の時間」の把握を開始する予定について、次の中から該当するものを選んでくだ
さい。

地方公共団体の設置する公立の域内の義務教育学校数を半角数字で入力してください。域内に義務教育学校が無い場合は0を入力してください。

域内の義務教育学校のうち、すべての学校でICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で在校等時間（注）を把握し
ていますか？
（ここで「客観把握」とは、ICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で把握していることを言い、校長等の現認に
よる把握や、本人からの自己申告のみによる把握等は含まない。）
※「問１－①－２を回答するための注意事項、参考情報」シートを参照して回答してください。
※本調査の回答のために学校への調査は、学校の負担軽減の観点から行わないでください。
次の中から該当するものを選んでください

域内の義務教育学校のうち、ICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で在校等時間を把握している学校数を具体的
に半角数字で入力してください。
※「②一部の学校で把握している」を選択しているため、必ず「１以上、域内の義務教育学校数未満」の数字を入力してください。

【問１－②（ウ）】（問１－①－２（ウ）において、「①すべての学校で把握している」または「②一部の学校で把握している」を選択した場合のみ回答）

域内の義務教育学校における在校等時間の把握の方法について、把握状況を選んでください。

※「令和４年度教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査結果等を踏まえた「令和３年度教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調
査結果等に係る留意事項について（通知）（令和４年１月 28 日付け３文科初第 1889号初等中等教育局長通知）」の補足事項について（通知）」においては、在校等
時間の客観的把握が未実施の教育委員会は、遅くとも令和５年度中に開始できるよう、可及的速やかな対応を求めてきたところです。



④を回答した場合、具体的にいつから始めるかをご記入ください。

④を回答した場合、具体的にいつから始めるかをご記入ください。

④を回答した場合、具体的にいつから始めるかをご記入ください。

（カ. 幼稚園）

【問１－①－１（カ）】

【問１－①－２（カ）】（域内の幼稚園数が1以上の場合のみ回答）

【問１－①－２（カ）（付問）】（上記で②を選択した場合のみ回答）

回答欄

回答欄

回答欄

回答欄

回答欄

回答欄

回答欄

2

回答欄

①すべての学校で把握している

回答欄

【問１－③（ウ）】（問１－①－２（ウ）において、「②一部の学校で把握している」、「③すべての学校で把握していない」、「④各学校に確認しないと
回答できない」のいずれかを選択した場合のみ回答））

域内の全ての義務教育学校について、ICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で、現在把握できていない部分も含
め、在校等時間の把握を開始する予定について、次の中から該当するものを選んでください。

【問１－④（ウー１）】（問１－②（ウ）①「校外において校務として行う時間も把握している」において「一部の学校で把握」または「できていない、わ
からない」を選択した場合のみ回答）

域内の全ての義務教育学校において、「校外において校務として行う業務の時間」の把握を開始する予定について、次の中から該当するものを選んでく
ださい。

【問１－④（ウー２）】（問１－②（ウ）②土日や祝日などに校務として行う業務の時間も把握しているにおいて「一部の学校で把握」または「できていな
い、わからない」を選択した場合のみ回答）

域内の全ての義務教育学校において、「土日や祝日などに校務として行う業務の時間」の把握を開始する予定について、次の中から該当するものを選ん
でください。

地方公共団体の設置する公立の域内の幼稚園数を半角数字で入力してください。域内に幼稚園が無い場合は0を入力してください。

域内の幼稚園のうち、すべての学校でICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で在校等時間（注）を把握していま
すか？
（ここで「客観把握」とは、ICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で把握していることを言い、校長等の現認に
よる把握や、本人からの自己申告のみによる把握等は含まない。）
※「問１－①－２を回答するための注意事項、参考情報」シートを参照して回答してください。
※本調査の回答のために学校への調査は、学校の負担軽減の観点から行わないでください。
次の中から該当するものを選んでください

域内の幼稚園のうち、ICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で在校等時間を把握している学校数を具体的に半角
数字で入力してください。
※「②一部の学校で把握している」を選択しているため、必ず「１以上、域内の幼稚園数未満」の数字を入力してください。



①校外において校務として行う業務の時間も客観的に把握している

②土日や祝日などに校務として行う業務の時間も客観的に把握している

④を回答した場合、具体的にいつから始めるかをご記入ください。

④を回答した場合、具体的にいつから始めるかをご記入ください。

④を回答した場合、具体的にいつから始めるかをご記入ください。

（全校種）

【問１－⑤】

ＨＰ等に公表している場合は、そのURLまたは公表方法を記入してください。

【問２－①】

回答欄

①すべての学校で把握している

①すべての学校で把握している

回答欄

回答欄

回答欄

回答欄

回答欄

回答欄

回答欄

①把握している学校について、全体の状況を取りまとめて公表している

回答欄

https://www.city.nantan.kyoto.jp/www/life/112/020/000/index_97718.html

２．具体の取組状況（３分類14項目）

【問１－②（カ）】（問１－①－２（カ）において、「①すべての学校で把握している」または「②一部の学校で把握している」を選択した場合のみ回答）

域内の幼稚園における在校等時間の把握の方法について、把握状況を選んでください。

※「令和４年度教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査結果等を踏まえた「令和３年度教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調
査結果等に係る留意事項について（通知）（令和４年１月 28 日付け３文科初第 1889号初等中等教育局長通知）」の補足事項について（通知）」においては、在校等
時間の客観的把握が未実施の教育委員会は、遅くとも令和５年度中に開始できるよう、可及的速やかな対応を求めてきたところです。

【問１－③（カ）】（問１－①－２（カ）において、「②一部の学校で把握している」、「③すべての学校で把握していない」、「④各学校に確認しないと
回答できない」のいずれかを選択した場合のみ回答））

域内の全ての幼稚園について、ICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法で、現在把握できていない部分も含め、在
校等時間の把握を開始する予定について、次の中から該当するものを選んでください。

【問１－④（カー１）】（問１－②（カ）①「校外において校務として行う時間も把握している」において「一部の学校で把握」または「できていない、わ
からない」を選択した場合のみ回答）

域内の全ての幼稚園において、「校外において校務として行う業務の時間」の把握を開始する予定について、次の中から該当するものを選んでくださ
い。

【問１－④（カー２）】（問１－②（カ）②土日や祝日などに校務として行う業務の時間も把握しているにおいて「一部の学校で把握」または「できていな
い、わからない」を選択した場合のみ回答）

域内の全ての幼稚園において、「土日や祝日などに校務として行う業務の時間」の把握を開始する予定について、次の中から該当するものを選んでくだ
さい。

在校等時間の公表について、次の中から該当するものを選んでください。

次に掲げる取組状況について、【a:既に実施した又は実施中】、【b:実施に向けて検討中】、【c:特に取り組んでいない、取り組む予定はない】、【d:
学校種の性質上、検討する余地がない】のいずれかを選択してください。

https://www.city.nantan.kyoto.jp/www/life/112/020/000/index_97718.html


※　●：R4調査項目と同趣旨の質問

【問２－②】

【問２－③】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

回答欄

回答欄

回答欄

登下校に関する対応 ○

放課後から夜間などにおける見回り、児童生徒が補導された時の対応

学校徴収金の徴収・管理

地域ボランティアとの連絡調整

調査・統計等への回答等 ○

児童生徒の休み時間における対応

校内清掃

部活動

給食時の対応

授業準備

学習評価や成績処理

学校行事の準備運営

進路指導

支援が必要な児童生徒・家庭への対応

①●
登下校時の対応は、学校以外の主体（地方公共団体、教育委員会、保護者、スクールガード・リーダー、地域人材
等）が中心に対応している b

②●
放課後から夜間等における見回り、児童生徒が補導された時の対応は、学校以外の主体（地方公共団体、教育委員
会、保護者、地域人材等）が中心に対応している c

③●
学校徴収金（給食費を含む）の徴収・管理は、公会計化または教師が関与しない方法（地方公共団体や教育委員会
による徴収・管理を含む）で徴収・管理等を行っている a

④●
地域人材等との連絡調整は、窓口となる学校職員が直接行うのではなく、地域学校協働活動推進員（社会教育法第
９条の７）等の学校以外の主体が中心的に行うよう、地方公共団体や教育委員会等において必要な取組を実施して
いる

a

⑤●
学校における調査・統計への回答等は、教育課程の編成・実施や生徒指導など教師の専門性に関わるもの以外の調
査については、事務職員等が中心となって回答するよう各学校に促している b

⑥● 児童生徒の休み時間における対応は、地域人材等の協力を得ている b

⑦● 校内清掃は、地域人材の協力を得ることや民間委託等をしている c

⑧● 部活動について、部活動指導員をはじめとした外部の人材の参画を図っている a

⑨● 給食時は、栄養教諭等と連携するほか、地域人材の協力を得ている c

⑩● 授業準備について、教師をサポートする支援スタッフの参画を図っている a

⑪● 学習評価や成績処理の補助的業務について、教師をサポートする支援スタッフの参画を図っている a

⑫●
学校行事の準備・運営について、地域人材の協力を得たり、外部委託を図ったりするなど、負担軽減を図るよう学
校に促している a

⑬● 進路指導のうち、就職先の情報収集等について、事務職員や支援スタッフ等の参画・協力を進めている b

⑭●
支援が必要な児童生徒等・家庭への対応について、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、特別支
援教育等の専門人材、日本語指導ができる支援員等の専門的な人材等の参画を図っている a

次に掲げる取組状況について、「教師を取り巻く環境整備について緊急的に取り組むべき施策（提言）」の別添「３分類に基づく14の取組の実効性を確
保するための各主体による『対応策の例』」を踏まえて、【a:既に実施した又は実施中】、【b:実施に向けて検討中】、【c:特に取り組んでいない、取
り組む予定はない】、【d:学校種の性質上、検討する余地がない】のいずれかを選択してください。

①年間授業時数
令和５年度当初において、標準授業時数を大幅に上回って（年間1,086単位時間以上）いる教育課程
を編成していた学校は、令和６年度以降の教育課程編成において、見直すことを前提に点検を行い、
指導体制に見合った計画とするなど、改善が適切に行われるような指導・助言

a

②学校行事
学校行事について、教育上真に必要とされるものに精選することや、より充実した学校行事にするた
め行事間の関連や統合を図ることなど、学校行事の精選・重点化、または準備の簡素化、省力化を図
るような指導・助言

a

③調査の本数 教育委員会から学校宛ての調査や通知・事務連絡について、発出している数の把握 a

次に掲げる取組状況について、「教師を取り巻く環境整備について緊急的に取り組むべき施策（提言）」の別添「３分類に基づく14の取組の実効性を確
保するための各主体による『対応策の例』」を踏まえて、新たな取組に着手、または、令和６年度に向けた計画的な準備に取り組む予定がある項目の中
で、特に優先的に取り組むものを２つ選択してください。



【調査票②】

※調査票①シートから自動入力

【問３】

（１つ目）

（１）教育委員会または学校名

（２）学校種

（３）取組分野（問１や問２－③で回答いただいた項目のうち、事例として紹介いただける項目を１つ選択ください）

○

（４）取組の詳細

令和５年度「教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査」

教育委員会名： 南丹市 教育委員会

３．取組事例

南丹市立園部小学校

②小学校（義務教育学校前期課程含む）

①勤務時間管理や在校等時間の公表

②登下校に関する対応

③放課後から夜間などにおける見回り、児童生徒が補導された時の対応

④学校徴収金の徴収・管理

⑤地域ボランティアとの連絡調整

⑥調査・統計等への回答等

⑦児童生徒の休み時間における対応

⑧校内清掃

⑨部活動

⑩給食時の対応

⑪授業準備

⑫学習評価や成績処理

⑬学校行事の準備・運営

⑭進路指導

⑮支援が必要な児童生徒・家庭への連絡

問１や問２－③で回答いただいた取組について、具体の取組事例について、ご記入ください。
※取組の関係資料等がある場合は、併せて提出をお願いいたします。

通知表の所見について見直しを実施した。総合所見を全学期記述から３学期に記述することに変更。
・１学期は、全保護者に個別懇談を実施し、児童の学習状況や生活の様子について伝え、保護者と共有する。
・２学期は、希望者される方に個別懇談を実施する。
・PTA本部の意見を受け、１学期２学期は、個々の児童に頑張りや良さを伝える「頑張りカード」を作成し、通知表と同時に渡
した。
・道徳、総合的な学習のについても、３学期末に１年間の評価をまとめて記述する。

変更にあたっては、PTA本部役員会・運営委員会・PTA総会・地域別懇談会などで、保護者に丁寧な説明を行った。
また、教職員や学校運営協議会の意見を聞きながら、どのように変更していくかを協議した。



（２つ目）

（１）教育委員会または学校名

（２）学校種

（３）取組分野（問１や問２－③で回答いただいた項目のうち、事例として紹介いただける項目を１つ選択ください）

○

（４）取組の詳細

南丹市立八木東小学校

②小学校（義務教育学校前期課程含む）

①勤務時間管理や在校等時間の公表

②登下校に関する対応

③放課後から夜間などにおける見回り、児童生徒が補導された時の対応

④学校徴収金の徴収・管理

⑤地域ボランティアとの連絡調整

⑥調査・統計等への回答等

⑦児童生徒の休み時間における対応

⑧校内清掃

⑨部活動

⑩給食時の対応

⑪授業準備

⑫学習評価や成績処理

⑬学校行事の準備・運営

⑭進路指導

⑮支援が必要な児童生徒・家庭への連絡

学級費の徴収については、令和３年度までは、各学年の担任が学期末に学級徴収袋にて現金徴収を行っていた。しかし、担任
負担が大きすぎることと、会計処理における不正防止の観点から学校では現金を扱わないことの２観点から、令和４年度よ
り、学級費の計画徴収と学期に１回の口座引き落とし（給食費の徴収として登録いただいている口座からの引き落とし）に変
更した。
　今までは、請求金額と徴収金が一致しているかの確認業務、不足や請求以上の余剰金があった場合の保護者への確認業務、
徴収金の保管業務（学期の繰越金）等が、担任の負担となっていたが、それがなくなった。
　計画徴収としたので、およそ１年間の請求金額がわかるように、保護者に事前にお知らせをするようにした。また引き落と
しには、手数料１０円が必要となってくるため、毎月ではなく学期に１回ずつの徴収にして、保護者負担の軽減を図った。
　５年宿泊学習費や修学旅行費、卒業アルバム代は、学級費とは別に徴収が必要となる。多額になるので、年度初めの保護者
案内には、計画的な口座への振り込みを依頼している。引き落とし（業者への経費の支払い）日については、可能な限り学期
末の引き落とし日に合わせるようにし、少しでも手数料が発生しないように工夫している。現在は修学旅行費のみ、Ⅰ学期の
引き落としとは別日に実施している。引き落とし事務は、事務職員が行うことにしているが、大きな負担増になっておらず適
正な会計処置につながっている。



（３つ目）

（１）教育委員会または学校名

（２）学校種

（３）取組分野（問１や問２－③で回答いただいた項目のうち、事例として紹介いただける項目を１つ選択ください）

○

（４）取組の詳細

南丹市立美山中学校

③中学校（義務教育学校後期課程含む）

①勤務時間管理や在校等時間の公表

②登下校に関する対応

③放課後から夜間などにおける見回り、児童生徒が補導された時の対応

④学校徴収金の徴収・管理

⑤地域ボランティアとの連絡調整

⑥調査・統計等への回答等

⑦児童生徒の休み時間における対応

⑧校内清掃

⑨部活動

⑩給食時の対応

⑪授業準備

⑫学習評価や成績処理

⑬学校行事の準備・運営

⑭進路指導

⑮支援が必要な児童生徒・家庭への連絡

　休み時間を含め、朝の登校後やあらゆる業間において廊下や教室で生徒と接する時間をつくり出し、生徒の実態や様子を把
握し変化や気になる言動に対して早期の指導につながるようにしている。それにより、重大事象になってしまうような「重な
りを起こしてしまう前」に見つけ出したり指導できることで、放課後を含めた「時間をかける指導」までに至らない指導で済
ませることができている。また、生徒の悩みや相談事にも早めに対応できることで、生徒の下校後も教員それぞれに必要な時
間が保障でき、退勤時間を早める一因につながっているとみている。


